















(2) As for Europe, Italy is the most exciting country for tourists. 
この文では「魚」と「Europe 」はthemeで、 「太郎」と Italy は topicであろう。
又、 topicは或る文の要素で、その要素について情報を上げる、要求する、或はその
ことに関連して聞き手を行動させると言うようにも定義できる。このtopic は ground と違
つ。
(3) a) What about Peter? What did he do? 
b) [He]T [gave a flower to Jennifer.Jc,F 
( 4) a) What about Peter? What did he give to Jennifer? 
b) [He]T [gave [a flower]p to Jennifer.Jc 
(5) a) What about Jennifer? What did Peter give her? 
b) [To Jennifer]T [he gave [a flower.]p]c 
上の文ではTは topic 、 C は commentで、 Fはfocusである。 Groundは全てのFの外の部
分である。従って、 topic は ground に含まれることになる。この例で見られるように、
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( 2) 
ground-focus と topic-comment の分析が違うし、 ground-focus の分析は（Sb）文の「 to
JenniferJ の左方への移動の理由を説明できない。
































(7) a) Who loves Jennifer? 
b) [PETER]p loves [Jenniferh. 
(8) a) Whom does Peter love? 





内容が変わる。（7b）文の「Jennifer J の情報内容は「誰かJennifer を愛している j から
















(10) [Jennifer]i, Peter loves ［一一一lr








(12) [Jennifer] i,Peter loves [her]i ・
この場合にも主題が主語と違うことがおきて、主題は文頭の位置と関係がありそう
である。勿論、




(14) ?? Jennifer, Peter would do anything for her. 
のような文は自然ではない。このような文ではJenniferは中心機能（主語、或るいは対象
語）を果さないからである。その機能を果す名詞句が英語では特別の標識が付かないの





(15) Peter would do [it]i for Jennifer, [the thing that frightens him most]i ・
この場合では、例外的に、主題が文末に存在する。これは主題が必ずしも文頭の位
置ではなくて、 IP付加の位置にある可能性があることを示す。文頭の位置に存在しないと
のは主題化と heavy NP shift という現象の結合のためであろう。 Heavy NP shift という現
象は、文を分かりやすくするためにその一つの長いVP内の要素を文末に移動することで
ある。典型的なのheavy NP shiftの例は




heavy NP shift と主題の機能を両方はたす。このことの一つの手掛かりは短い要素の右方
転移した文が自然ではないということである。
(17) ? Peter would do [it]i for Jennifer, [that thing]i ・





(18) As for Peter, he loves Jennifer. 
この場合、 Peterが先の談話に出たが、その後他の人物が述べられたのである。（18)
文はもう一度Peterを目立たせている。その文脈は次のようであるかもしれない。
( 19) Peter, Jack and Mike are the brightest young men that I know of. Jack 
and Mike both love Mary, but she ignores them. As for Peter, he loves Jennifer. 
この例で見られるように、 as for構文は交換主題のために専ら使われる。
＞擬似分裂文。
(20) The one who loves Jennifer is Peter. 
(21) The one whom Peter loves is Jennifer. 
(22) a) Peter gave a flower to Jennifer this morning. 
b) What Peter gave to Jennifer this morning was a flower. 
c) The one whom Peter gave a flower to this morning was Jennifer. 






(23) It is Peter who loves Jennifer. 
(24) It is Jennifer whom Peter loves. 
(25) a) It was a flower that Peter gave to Jennifer this morning. 
b) It was to Jennifer that Peter gave a fower this morning. 




(26) a) Someone loves Jennifer. 
b) It is Peter who loves Jennifer. 
他方、（27b）のように分裂された要素は古い情報を現して、関係節は新しい情報を含
む場合もある。
(27) a) Peter loves Jennifer. 





















































「は」を使用して、 「に J であればそれと一緒に、或はその代わりに使用することができ
る。そのほかの助調の場合には、一緒にしか使うことができない。
このことの理由は「が」と「を」がついた要素は中心機能を、その外のは周辺機能





































































(39) a) Peter and Jennifer have known each other for a long time. 
b) When she was 17, Jennifer began receiving love letters and flowers. 
( 9) 
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